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測定期間中の林分構造の推移をみると.1針転漆設の点で，出現総務tiこ特に制活:な変化はないが，
各プロットともトドマツの材比率が上昇した。 I胸高波筏i約)iJIJのが数g災!交分布はj;s12'"'-'5
とおりである。これらの分布は，連続的で一様な分布とみるには筏級相J圧のnUI日や切れ関が玖Tし

く，ギャップ'L'~んだ分布である。政経分布は総数において. 30cm時間以上では本数の治加，

それ以下では減少の傾向があり，その推移は1~長級 IIJHこ銘なった勤さがある。

このfmの幹材結の成民本は11!i'J~J的な成長の三さがあり， 75-80年にかけての成長が80-871与のそ

い。またトド?ツの成長が高く，村;分全休の成長を文えている。 述lこ下関を構成する

い。 筏級別では48-58cm iJiJi主の成長率が刊し、。 また枯111と;江i・!Nについてみる

と表 6'"'-'8 iこ示したように，その勤きはきわめて緩{廷である。しかし，政筏階どとの進級水の助

きについてみると，表10のトドマツが例を示すように，小径水とI:IJ・大筏水とでは大きな2さがあ

り，$大桂木の進級が著しい。

はじめに

北海道東部地域における天然林の尖悠を切らかにし，天然林施法の慕i踏研究に資することを目

的とじて，京都大学北海道抑留林白1:Li1地区内の天然林内に I 0.5 haプロット 3似および0.2ha 

プロット17側が設定されている。設定は1975年から1976年にかけて行われ，その後継続調査がな

されている。ただし，当初の目的は訳殺調査のとしてのをiT:t'l査定にあり. 0.5 haプロッ

トは ha当り説撲の広がりを持った天然林部税調査，また 0.2haプロットは航法写真判読の粕位

鰯査を目的としたものであったII。 そのため，測定明悶も幹材結拙定のためのj討議・胸阿波揺・

1話予知ζ限定されたものであったが，その後.1980年における第二回目の蹄査においては，森林保

態学的な視点が加味され，成長i誌ならびに極織成の特性が切らかにされたzmo

今閣の報告では. 19871ドに行われた 0.5haプロット測定の結果を利JIlして. **うけ持主主の推移

を仁1:1心lζ，林分助jぷについての解析を試みた。分trrにあたっては，林分全体の助さのみならずiii
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木の動態にも着目し，

らたに作成した。

の位悶関係から成長特性を明らかにするため，樹木首:世間ぞ~fr

1 13糠天然林の{立践と ブ。ロット

京都大学北海道出~~I林自甑rz:は r'3立liJlr，白和夫別立鼠し，その主守は白羽紀伝jおよび

!:H三紀間からなる。林，rrl(まJ..としてトドマツ・!よ怒樹のiJi交林でおり，思恨筋ではトドマツ
出し.tl!l阪から谷筋にかけでは議荒広葉樹悩休が似る。1:H2次世界大戦後ま
の牧場として利用され，林内j投牧のため立木の技えり

一部で拡大il!i:;{Yf;が行われた他，天然林内ではアオダモな

1: 10.000 

隠11 制定プロット H本政D

表 1 1~1*線第 4 林絞め1í1?:ブロ tパ、の測定年度

ブ口ットNo. 第一1m 第二郎 ~1七三 lIil

Kl 1975 1980 1987 
K2 1975 1980 1987 
K3 1976 … 1987 

fこO

プ幻ットは~&/1 *本i注(こ 3 さ

れている。プロットの位凶を!な11に，また

今までの測定年授をお 11ご示した。この討3

4林班は，出認のIpでは，天然林の林相

がよく技っており，謀総も比'1法的均七、。現

として伐採取法は行われてい

ない。プロットは.J苓根筋の中央:こ沿って

25 mをとり.100mx 50 mの;段方形で

ある。 KlとK2は. I司じ応似に述統して

されており. K3は区IJプロットとして

さi"Lt.ニ。

ら林分勤1l設そ分1ff

するために，ぷj去五項鼠のゆで述続性の ï~可い

腕利j邸主資料をifiJmしたα 測定方法は，部
…聞と諮ご.聞が~Llmu-方法しの 2cm 括約

による mm

測定を 2cmj百約にほしたものである。制

定下i設は.が10cm. ニ・第三聞は 6cm

である。とりまとめに当たっては，測定期間の比絞

して，主として 10cm下i設でまとめ.6-8 cm 

について触れるj話合は別表とした。樹木位段関は，

Jトliil.KlとK2の2級所のプロット!々で作成し

/1:) iJliJitJJ (立，いずれも 7Jlf勾から 8JH.七j なお..l2nごの桜台において，使fけするm認につい
て，触れておきたい。 まず，ここで波う成長とは，

ある測定期間内の変動を~bJ~味しており，材!こみでプラス・マイナスのぬ部を含んでいる。 ま

た， f住!ff.と進級会分けているα 道界(;1:.iJlU:z包WJI部内{こが1t.こに測定結聞に入ってきた場合をいい，

jffi紋は，測定期間内に を上級へ進んだ場合ないう。 11yj臼とは，測定期1i¥JF'qにiJ!1J定文、とから

外れたものをいう。 なお，住級(ま2cm ti!; ~:';JIIJ~1 による'1%;認さを中心 lこしているが，一部で他の後級

|支分そ{点っている。利用径級j玄分とは，簡潔休の胞去と:J~行上，法判・丸太R刑制判ii1î の視点、から使

JTJされる経級i玄分でおお。また.{品関J.t下|豆分とは，出本のjJむ:おiI'耐!ならび、にiji・ Jニ，樹向

その他の泌総特性からグルーピン夕、.された区分である。本研究においても，おJ尚 [jjl~~主式の当ては
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めおよび成長率計算において， ζのi送分を利用している。

2 林分構造とその推移

2 -1 *占J穂構成
各プロットの位i町立近接しており，いずれもトド?ツと出禁松jの混交林である。 31mの間定結

果を樹磁別にしたものが，表2…1""'3である。樹砲の数は，測定対象木の簡閲l乙l現つでも，

3プロットで32穏を数える。しかし，樹続日IJの視交歩合からみて，各プロットば相廷に特徴ある

理構成を持っている。

まず，出現す偽る樹積(1':::者閲すると，どのプロットにも共通して現れる広葉桜は，ヤチ夕、、そをは

じめ131遣である。この13斑は主として上溜木奇形成し. ct (C iまイタヤカエデのように木数の点で

プロットにおける俄勢木となる樹識も含まれている。一方，各プロット Iご独自な樹積そみると，

K2においてケヤマハンノキ・エゾヤマザクラ・コシアブラ・ミズキ・ナナカ?ドがおり. K3 

1とは，ヤマグワを認めることができる。

測定期間中に五t界?にとして測定絡部!と入ってきたj荷額ば， K1でミズナラ・ノ 1)ウツギ.K2で

ノ1)ウツギ.K3で?ユミである。一方.111j失したものはなし、。総じて，出現樹絡について測定

期間の変化ば特に認められない。

次1Ci混交渉合をみると，第一に， トドマツの潟3どがそ?に特{設がみられる。 75年のトドマツの窓
数比取と材柏比率をみると. K1ではそれぞれ32.596と35.0%. K2では56.4%と57.1%. さら

に76年の K3は13.9%と16.9%となり， トドマツ混交さl>・f舎の大小によって各プロットをほ分ずる

ことができる。 tr~こに，本数I1出伎のプロット間変動が大きい。 IJ\現木数の多い)1既に 3 諮問までと

ると.K1においては， トドマツ・イタヤカここうP'・ハシドイ， K2では， トドマツ・アオダモ・ハ

リギリ.K3では， イタヤカエデ・トドマツ・アオダモとなり，プロット問でj担伎の設が大きい。

との}I町立を材111比壌でみると.K1ではトドマツ・イタヤカエデ・夕、、ケカンパとなり. K2では
トドマツ・ダケカンパ・ハリギリ. K3ではイタヤカエデ・トドマツ・アオダモとなり. {主級の

大きいダ、ケカンパの}I闘改が上がる。

1立H遺構成の1:ヒヰ去について測定期間の椴移をみると.}I摂{立については本数・材秘ともに大き
化はなく，わずかに K1の本数)1町立において，ハシドイがア会ダモに替わっ

し，比率間体の依の大きさに着目すると，各プロットともトドマツ材椴比率

である。しか

した点が注羽

されるo K1では. 75年の39.8%から87ipには46.2%となり， K2でも57.1%から60.496へと拡

大した。

さらに， 6-8 cm階についてまとめたものが表3である。本数で比較的多いプロットは K2で

ある。樹積別では， トドマツ・アオダモ・シウワザクラ・ナナカマ Fが倒立っているのただし，
K2ゼは， 75&下から87i!oにかけて，本数を大きく減らしている。

2-2 遊技分布

(1)日支援分布の型

i在筏分布の却をみるために，まず，林分総数レベノレの分布，次いでト 1，'<'ツを中心!と針広別の

分布に移り，さらに広梨樹の樹極別分布のJI!刻字で検討したい。

l掬河出[経!終別の本数WJU立分布そ87年淵況についてみたものが， fi7，l2である。総数の分7(ri;をみる

と， K2が比較的友師した別総な分布を示している K2の場合， 全体に立木本数が37く， しか
も小話からCIJ桜木にかけて，しており， より逆 J~n授に;u:い。ただいがJ合のとれた指数
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表 2-1 プロット}jIJ樹窓i.lIJ測定結果一覧

Kl 
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表2 2 

K2 
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表2 3 

経J綴 本 数 平均rbIi主 断i1ii獄 材 校i 本数 % 能rri凶m % 材絞 % 
76目 手87 76' '87 76' '87 76' '87 76' '87 76' '87 76' '87 

トド?ツ 29 25 23.'10 28.60 1.62 1.99 16.36 21.22 13.9<1 12.32 13.79 16.15 16哲5 20.51 
ヤチダモ 2 2 32.00 35.00 0.16 0.19 1.50 1.80 0.96 0.99 1.39 1.57 1.55 1.7<1 
ミズナラ 1 46.00 52ρo 0.17 0.21 1.55 1.97 0.'18 0.4 l.12 1.72 1.61 1.91 
シナノキ 19 18 26.30 25.90 1.54 1.34 13.92 12β5 日町13 8.87 13.11 10.92 14.43 11.65 
ハルニレ 15.00 17.00 0.04 0.05 0.26 0.36 0.96 O.官官 0.31 0.38 0.2:l 0.34 
アサダ 1 44.00 44.00 0.15 0.15 1.36 1.36 0.48 0.'19 1.30 1.23 1.40 1.31 
カツラ 2 54.00 35.1 0 0.23 0.28 2.12 2.63 0.48 0.99 i‘95 2.23 2.20 2.54 
ハザギリ 6 7 24.00 23.70 0.32 0.39 2岨73 3.28 2.88 3.45 2.76 3.15 2.83 3.17 
ダケカンパ 2 1 32.00 16.00 0.21 0.02 1.9:l 0.14 0.96 0.'19 1.81 0.16 2.00 0.14 
イタヤカエ 65 66 29.20 29.80 4.91 5.26 38.26 <11.33 31.25 32.51 <11.89 42目73 39.65 39.95 
シウリザク 16 18 18.60 18‘40 0.54 0.59 :弘吉3 1.34 7.69 8.87 4.59 4胸79 1.07 1.20 
キハダ 3 3 14.70 16.00 0.06 0.07 0.38 0.48 1.'1<1 1A8 0.49 0.56 0.40 0.46 
ホオノキ 5 5 21.20 21.56 0.22 0.23 1.70 1.74 2.40 2.46 1.89 1.85 1.76 1.68 
γ ォダモ 25 20 13.00 13.90 0.35 0.32 2.24 2.07 12.02 9.85 2.99 2.57 2.32 2.00 
キタ口ブrシ 5・ 6 29.60 2仕00 0.37 0.41 2.65 3.23 2.40 2.96 :1.l8 3.55 2ι75 3.12 
ヤマグワ 2 2 17.00 20.()() 0.06 0.05 0.68 0.74 0.96 0.9哲 0.55 0.43 0.70 0.71 
サワシノ〈 17 16 1仏50 1哲也60 0.58 0.51 3.73 3.46 8.17 7.88 4.93 4.38 3.86 3.35 
ニガキ 4 3 17.50 21.30 0.10 0.11 0.6<1 0.68 1.92 1.48 0.8告 0.88 0.67 0.66 
ノ、シドイ 3 :l 18.00 15.90 0.09 0.08 0.58 0.50 1.44 1.48 0.76 0.63 。‘60 0.48 
?ユミ 。 l 0.00 10.00 0.00 0.01 0.00 。04 0.00 0.'19 0.00 0.06 0.00 0.03 
ノワウツギ 。 0.00 10.00 0.00 0.01 0.00 0.04 0.00 0.19 0.00 0.06 0.00 0.03 

総数/plot 208 203 11.72 12.32 96.51 103.'15 100βo 100.00 10.00 100.00 100.00 100.00 
416 406 23.43 24.64 193.03 206.89 

議3 G~8cm持者品jfîlUlll本数

トド γ ツ

ヤチダモ

ミズブう

シナノキ 3 3 
ハ JレL レ

カツラ

ハリギリ

ウダイカン

ダケカンノ《

アズキナシ 3 2 
イタヤカエ I 2 2 
ヤ?をミジ 8 U 7 5 
)r 奇7・マr、ン
シウリ;)'ク 3 4 3 15 ら 自 9 
キハダ

小オノキ 2 1 2 
γオダモ 3 1 1 21 17 10 4 
サクラ

コュ/アブう

キタロブシ 1 i 1 2 
2 I 2 2 3 

i II 12 守3 

iq 2il ら 10 2 

2 i ら

?H I 2，1 29 i 119 
5G i 48 持:238 
刊し一

70 

1) I( 1. 1¥2. l¥:liJ.持プ，卜;昏"
記)判1，'8'lt:L お，Jl!J:よ'ieI史
:0 総11ノ令官以外U，.0..111<1プ口ァ I.O)'JeiJl!If，!i
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K3 総数

10 

K3 トドマツ K3 広葉樹

10f 

制副J¥aJhIlaJJ.←十一 i拠LwLIh1.号令…寸γ一一一
D加 U削 "剥

~2 直径階別本数分布 (1987年測定J

1m数的な分布とみるには，諮級どとの[1!J凸が不規則な点も否定できない。一方， KlとK2の場

合，比般的立木本数が少なく，小銭木への侃りは緩やかで，よりフラットな型(C近い。乙の場合

も，述統的な分析Tよりも11!1凸が自立っている。

こうした分布の凹凸や切れ践は，住級の11癌を変えることによりある程度修正することができる。

しかし，天然林の動揺分析そめざす観点からすれば， i的星稜i格闘の操作によってある辿統的な傾

向を検出する方向よりも，ギャップのある多様な分布をまず検出する必がある。そこで，一様

で述統的な分布とみるには銭級相立の[出!日や切れ関が悲しく，ギャップに官んだ分布そ，政筏l終

別本数分布に|到するギャップ恕分布と名付けたい。

ギャップ担分布の定義は米だi唆 11i~であるが，安i 広別に分けて分布をみると，さらに特徴が明確

となる o Klおよび K3におけるトド?ツセは.2cm陥で分布に切れ羽ができ，断続的でバラツ

キが大きい。 K2においては， より左!¥'Iiした分布を示すが， 24 cm [終的後に111の切れlヨがみられ

る。また広終結jをみると，どのプロットでも小lJ.:への点制傾向は認められるが，ギャップも多い。

さらに，広東jMの{針路の!I'!H技会みるために，本数でj二 3 について分布をみたものが，ほ13

である。イタヤカエデ・ハリニドリ・ヤ?よなミジ・シナノキは，分布する諮級制が小怪から 1:11径三主

で111日広く，ギャップをともないながら，全体!こフラットな分布をぷしている O ところがハシドイ

とアオ・ダモについては，分市がノト?廷にfl"iり， 4占JEIi特↑生を示している。 ただし，分布の取は.Kl 
とK2がフラットであるのに対し.K3ではi';::!!;JしたLM分布となっている。

このように，総数レベルにみられる分布の特数は，林分を椛!点する各HH来日の fllLI に y~ なる分布

がJ立なりあって，形成されたものと見ることができる。
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!¥ 1 イタヤ 1¥2 アオダモ K3 イタヤ

10 10 10 

もし…

1¥.1 ハシドイ 1¥.2 ハリキ'リ 1¥.3 アオダモ

10 10 

口一一一伽 MII 'I，~ .1. 
O f>O 

1¥.1 アオダモ 1¥.2 ヤマモミジ K3 シナノキ

10 10 10 

36 50 :30 一一~O

~3 広楽j対本数上位おj湿の;;$:数分布(l9871f.泌~)

( 2 )直径分布の推移

分布の推移を明らかにするため，班認階加の点数比ヰ遣を折れ線グラフlこしたものが，関4である。

総数において， 75f:Pと87fFとを比較した場合，分布を述続した相においてとらえようとすると，

閣では必ずしも明磁な移動を示さなし、。しかし，ギャップの位般の変化を詳しくみれば各プロッ

トについて，出品のズレぞ認めることができる。 30cmI終胞を分岐点として，それ以上の掻級に

おいては本数増加，つまり右シフトの傾向にあり，それ以下Aの掻級においては本数減少ないしギ

ャップI追加を招いている。

トド?ツの分布についてみると， K2の傾向がもっとも明官訟で， 20cm I絡のギャップとともに

全体の分布が右にシフトしているο このお下がり分布そのままの移劾が，総数の推移における

30cm能以上の本数11:1加ぞもたらしたわけである。 これに対して， KlとK2の場合， 測定初期

にみられた小刻みなギャップと不規則な分布に変化はないが，従級によってはギャップの山がお

にシブトしているo

以上のn'I1主IWf分布の推移は， l長級間にあ;なる)IyJ;きがあることを子部させる。動態としての体分

の構造をとらえるには，災時点fHJの単なる現存数況の比較だけではなく，筏級加に，しかも進級

と Wí :J:誌の 111 入りを分析する必~がある。この点については， J;TI3 で述べる。
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2…3 諸積精進

(1)"幹材総指定のブ1法

一-'75
…...... '87 
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一一'76
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鼠径階別本数比率の挽移
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トドマツ

70 

Td 

DBト{

幹材程jiの推定はより正l¥(iiであることが沼まれるが，安1-)去混交の天然林において制資精度の維持

は刻;しい。今回の級王!?では， J狗治:ji立憾の実ilW慌をもとに 2変数材1賞式により挽定した。まず，

4および表5fc7jミしたように，北海道i出n若林において施設工，位j刊されている樹液区分に従っ
て，測定樹関税の13:分を行い， この区分どとに，手nfs他(1982)引で;設定されたli7Jおrlll線式を当
てはめた。さらに，稿!日1他(1984)引により翻された材r:&式を利用して，幹材結を推定した。

( 2 )材積分布の雌移

各プロットの総材~i及び樹続日Ij材誌については，既に表 2 (こ治した。ここでは，政径問弁別の材

砧分布をみることによって，林分諸積の型とそのtfiI{多を切らかにしたい。 ~;t~林 ~i とトドマツ材 ftf
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J日 ~;"(mark)

表4 l:M誌上の樹続税i友分
8necie日onforest 
o問ratlOn

:-; トドマツ (Abi凶 sachalinesis:¥lll!)l) 

L 1 ヤチダモ CF'raxinugmandshui'nIca HuprJ 

Lll カツラ CCercidiphllumjuponicnm ::!ieb.l. 
ミズナラ (Quercusmon符olicaFisch. ex)， 
ハルニレ CUJmc附 davidiannPlanchJ. 
ウダウカンパ CI3etulamaximowicziann !{ogc!)， 
ダケカンパ (BetuJaermnnii Cham.) 

し111 γオダモ(j♂raxinuslanuginosa Kuidz)， イタヤカエデ(i¥cermono :'dtlXim) 

LIV 

ヤマモミジ (Acerpalmatum Thunb). ケヤマハンノキ (Alunushirsuta TurはJ
シウザザクう(ドrunusS3iod Fr. SchmJ キハダ (Phcllodendromamuren開 Hupr.)
ハタウンポず Styr8xobassiu Sieb.l エゾヤマザクラ (Prunussargcntii HuhdJ 
コγ アブラ L¥canthopanaxsciadophylloidcs Fl¥et 58V.). 
ホオノキ(1，1ngnoJiaobvnto Thllmb.l 

コブシ (YJagnoliaJWbllS DC.l. 
サワシパ (Carpinuscordota担lumc).
ミズキ CCornuscontrovcl'・suH剖削1).
オニグJレミ (Jllgalunsmandshurica ~1axim.J. 
マよるミ (Euonymus開eboldianusJヨlume)，
ノワウツギ (HydrangeapanicuJata Sieb) 

表5 .f1i1潟曲線および材秘的総

トドマツ 日 (1.4351九1739D)'

ヤチダモトl

LII H 

一ふ275876十1

Lill H (.午一.
¥0.8204十O.2175Dノ

bornbyas Koidz) 
q uassioidus Bulm.) 
; commixta i JedJ.) 
ret.iculata Hara) 
japonicum Thunb.J 

logV …4.186137 + 1.981391JogD "，'O.81384910gH 

LIV い……
¥1.1l!J8+0.2202Dノ

logV口一4.119291十2.071820logD+O.6337821ogH 

1)絵j，1ilj[JjJ線式l糾1I1I1，出(1982)，材1賞式(;j:fIIEH他(I984)による。

について，何年と昨年 (K3は76年と87年)を比較したものが，悶 5である O

Klの場合， ギャップの多い不続長IJな裂であるが， 40 cm階のピークが， 測定期間中におへ効

いたことがわかる。 とくにトドマツの勤きは特徴的で，分:ののピークが切らかに 40cm 1務問か

ら50cm I続的へとIDJJいている。また， K2では， 90 cm級の 1本を徐くと， より集中した1.1，1視の

分布を訴している。しかも， UI担分布は，制定期間中にお捌のギャップを修正しながら，しかも

右ヒガへ拡大する形でシブトしたことがわかる。樹磁汚1](こみたJbj合， トドマツの分布が総数レベ

ノレの分布をiJ.とめている。次いで， K3 の場合は，広葉樹の大路*がj~級11日の肉íf'れた分布を作って

いる拙，全体に切れ目の~いJi l ~\'I分布である。分布のは frc は， 30 cmから 40cm1終にかけて右へ

ifUJいている。

もちろん，このような水平方向のシフトのみでは， fli (C IT'(経分布の移動そ確認するものでしか
なL、。材結成長の制点からは， 23ーに，分布の上部への拡大的な勤さこそill謎である。災|採の分
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目立後継別材積分布の推移

布においては， 1立筏成長lこともないおへシフトしつつ，間!l寺に上方ヘシフトずる場合が考えられ

る。 K2の場合が分布全体のシフトぞともなった事例であるo Klのトドマツ 40cm I殺のピーク

移動の場合のように， llJil られた筏級のお上方移IIYJのタ~も興味深い。 tfJ二 lこ，材積分布におけるギ

ャップのとらえブjである。このギャップは，説話分布に対応して現れる場合が多い。材積分布の

却も直径分布{こ応じて， K2のような山担分布と Klおよび K3にみられるギャップの多い不規
則で111話誌のフラットな分布{こ大加できる。

K2のように，は筏附をまとめi直せば，述続的な111規分布としてお現できる場合もある。 しか

し， I立花分布でもみたように，的々のギ、ヤツプlこ示された冬樹砲の分散(1'9で多様な分布こそ，動

態分析に手がかりとを勺えている。とりわけ出目されることは，材積分布の移動の特徴から， liH碩
・ 1壬級mHこ~::1'tl'l成長の:&が大きいとJf&iJl~される点である。

凶5
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3 動態の分析

3-1 幹材1完成長率

政経分布や材結分布の被維な勤きにヨミi裂されているように，林分総体として現れる材騎変化は

その林分を構成する総額・怪級別の到)~き，さらには倒休レベルの成長の勤き等が，柏11".1と関連し

ながら，結果としてプラスあるいはマイナスに現れたものとみることができる。林分の動態を分

析することは， ;!水分を構成する袈議会の独自な勤&とその喪主持問のキIlliの{共l主uした勤きをトータ Jレ
にとらえようとすることに抱ならなし、。分析のレベルは，必裂に応じて自在にとられるべきであ

る。蹴径階のギャップの実態からみれば， 2cmf舌約のままの分析が盟ましいが，複雑に過ぎる。

こζでは林分内務IHこ踏み込む郡一次按;aとして， *討議開ならびに経級fmの成長2去に注悶し，結j~遺

Jt:f区分と認級限分を利用して，分析を行った。

若手プロットについて，測定期間中の 31扇の測定結泉をもとに， 75年から80生存(持活u羽)， 80~句­

から87年(第2JlJJ) ， さらに75年から87年(会期)のそれぞれの成長率を計測したものが，表G

である。 ただし， K3については， 76年から訂作‘を会期としている。冬期の樹宿区分別の成長Ifr

表6 材m成長不の総務

K2 

トド?

ヤチ

し双 1岨61 0.88 1.23 -3.10 1.04 2.05 1.92 
Lill 1.19 -0.58 0.11 1.59 2.35 1.51 3.20 
LIV 1.85 -3.59 1.23 1.21 1.44 

立数 1.77 1.20 1.50 -0.88 -0.15 2.7日 5.27 

1¥3 

余

31…16 18-58 60-68 60-68 
トドマツ 2.57 0.67 …2.30 5.75 2.04 
ヤチダモ 1.86 3.31 1.06 
Lll …0.80 1.33 3.98 …0.32 1.'l 
しill 0.68 …0.15 …0.91 1.35 2.80 
LIV 0.39 1.35 -2.30 4.21 

0.63 -0.01 -0.88 2.12 2.11 
1) KI， K2， K3は，各プロット
2) '75…'80， '80-'87は，成長本計算の主IJJUlin交と終J~lfl，j良をぷす

:1) 成段取(%) (終J~H.イ約一初j別f;f綴)/初lVl材約/iJtIJ慾 lVlfifl

(一) 。目。。

( ) 0.00 

~) (十)は，主IJJVJ に ~iJ\lHillがなく終郎Hこ測定された場合， (ー)はi必 lこ，終 JUl に~ìJtlJ
t立が1fitくはったもの
5) 子級)}Ij!ま， 1:JUJ ('75-'87または'76-'87)のみ災ぷ

8.40 1.10 

17.46 1.10 
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率の他，昨年については利用器級区分加をも表示した。

K1の場合，林分全体では，第u明の1.23%余りの成長本が，第2j羽において0.64%に落ち，
f会期間で0.91%に終わっている。樹穂区分別にみると，1Jf:!;lj棋においては，各樹腐ともプラス成

長であった。しかし，節幻自においては， トド?ツが成長を維持したものの，法葉樹は大相に硲

ち， L II . L ill . L N1J:fはマイナスlこ転じた。会期でみると， トドマツ・ヤチダモ・ Lilli咋がプ

ラス， L五.LN1JY:が?イナスとなった。全体として， トドマツの成長が林分成長を引張るかた

ちになっている。 さらに，径級区分別にみると，プラス成長では， トドマツの 48cm-58 cmの

成長取の刊さが際だっている。 また，マイナス成長に閉してみれば トドマツの 22--32

cm階と 34-46cm階における?イナスがtl:Iヨされる。

成長計算だけでは， ζの成長が経級内!とおける目提成長によるものか，下位からの進級によ

るものかはわからない。 しかし，前述の技能分布の移動から捻糊されるように， 48-58 cm I惜の

成長が下位からの進級によるところが大きいとすれば， 22-32 cm I併や 34イ6cml殺の?イナスは，

20cm以下の箆級からの進級が少ないことを示唆している。第二に，上総オミ;を構成する LIU詳の

60向 68cml'絞において，大径水の枯拐によるマイナス成長がみられる。材結成長の点で，大径木

の動向は，きわめて大きな影響を与える。さに，サワシパ・ハシドイなど，過Jii1!， **分の1*・
を構成する樹紐~n'， LlVにおいて，マイナス成長が自立っている。

次に， K2をみると，節目出10.7796の成長を示したものが，!X~2J留では 0.77% と鈍化し，

期で1.50%であった。 樹級別にみると， trn郊においてはどの樹総務もプラス成長を示したが，
~2 期では，会てのj言語flIT J洋で依が小さくなり， L lHMとLIYn:fでは?イナス成長IC転じた。会期
を過してみると， トドマツが2.06%と比較的高い成長取となった{札プラスとなったものが多い。

ただ， LmlY:のみ?イナスとなっている。 筏級別では， 34ω46 cm除以上において，プラス成長と

なり， 22…32cm 階以下と対照的な勤きを見せている。 とくにトド?ツ 48-58cm階の 19.6396成

よび新たな 60-68cm 1秘への進級!記長が著しい。 このように諮綴の高い様級において，成長

導者もまた高いという結果は注目される。さらに，小桜木あるいは抵木関のマイナス成長も淀新問

題の点、がら無視できない。

K3の場合， 76年と87~の会期データしかないが，特徴は明訂正であるα なによりも，会体の成

長率が0.63%と低い。トドマツのみ2.57%を維持したが，ここではトド?ツより諸積の高いLill

Mの成長が0.68%と低く，さらにL双群もマイナス成長となったことによる。なお， 1:主級制では，
34ω46cm 1絞あるいは4ふ58cm階でプラスとなっている。

以上の 3プロットの動さをまとめると，次の緒J誌を指摘できる。第一lこ， 1l !}J~J的な成長の悲で

ある。 K1とK2にみられたように， 751:ドから80年にかけての 5ヶ年i留の成長に比べて， 80年か

ら87年にかけての 7ケ;，終結jの成長は抵い。 第ニに，樹積加にみた場合， トドマツの成長が比較的

問いことである。材:分成長会体をトドマツが文えるとともに，結果的lこ部約機j去におけるトドマ

ツの構成比を高めている。!Ji'l;::::!こ，同じく紛1選別にみて，下J~i を総成ずる LIVUY:の成長が(ほく，

K1ゃK2ではマイナスとなっていることである。 !Jf4問lこ， 1:主紋加にみて，

あることである。とくに， 48-58 cm I絡を中心にその泊後でj求長率が高い。

3-2 ti'i損と進界

lこ大きな去が

林分の成長は，測定期間中の生存定木の個体成長と進界木がプラス張関となり，一方で枯損水

の発生がマイナス倒となる。支払jの成長率にみられるように，大接木の枯J誌による?イナス

成長がili延安定に組 ζ る。この)~，で，脳波別. n主任階汚'J の 1:I~t日状況を犯挺することがm袈である。言:

た，地界オミの多くは，測定下j浪の付近{こ築 "1ずるわけで，記[筏分布の~(J合における友1訟の形状を
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3 
2 
0 
0 
2 
3 

0 

2 
0 
O 

0 
3 
0 

0 

0 
0 

1{ 17 21 
枯鋼材積1.572 13.877 15.'149 
枯総本 0.35 2.04 1.36 

1) Kl， K2， K3'ま，おプ口ット1l'iな
2) '80-'87， '76-'87'ま， il{IJ浴の初期作段と終JVJ年l交を示す
3)単位・納治M約m'， ttjt封殺%
心的総本数:初rJJ例年における泌総水のtflで，終年JUJにおいて測定されなかったものの本数
のねH持病(年平均約焔ヰりな公約J氏本数/初'JJVlヌド数/浪rJJEJUlIllI

法制限lI53IJ枯樹氷水数
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決定する。各プロットの確接分布・;j:;j';s立分布の移動からみて，進界木の勤きがきわめて鈍い ζと

が予想される。これも確かめてみたい。

まず， は筏|階 10cm以上について， 11'jm木の係|絞別本数ならびにその材稲から1'i1j損率ぞ

出したものが，表?である。 TI立f延納加の1'IIj損状況をみると， K1ゃ K2において，広葉総の大
様子f;:が全体の担率に大きなま5手l?(.そi子えていることはIり]らかである。同11寺に.;J、筏・ cl11浸水の約

J只も決して少なくなL、。年平均あli:j以来は， K1で0.3696，K2で0.75勿， K3では1.07?6であった。

この紡が林分成長にどのような恕味を持つかは，興味深い問題である。 ちなみに， Klの閉じ測

定期間rl:Jの林分成長本は， 0.6496であり， K2以1.2096， K3は0.6396であった(前掲表6)0 材
Trl成長に限ってみれば， ，逆界水よりも，存nm休の成長がどの，こ;fi1j:j民を上田るかが{問題であ
る。 この問題は，政筏附JJIJの.tji木勅態とIYil:illiしており， 11iiを攻めて触れたい。 なお， 6-8 cm階

のお!i拐については，データのi絞ったj~]II\lについて，まえ 8(こ・しておいた。

次いで， ~告w水についてみておきたい。 iJlU定下院~ 6cm以上について， 87'"下測定時点における

80年からの巡界本数を総理したものが，去9である。会体!と江主界成長はきわめて絞悦で，稀なこ

とがわかる。ふ8cmj狩における枯狽本数と比べると Klの場合はすでに林分本数が少なく芯

界ともIjjflの出入りそのものが不活発になっている。 また.K2では，成立本数の多いトドマツに

おいて1iIjt民日本に対して逃界1本というアンパランスが生じている。このように.JEI新という臨
からみれば，各プロットとも，到Jt5は停滞している。
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樹事n別巡w氷水数
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3-3 林分動態と木動態

呉11令}，~î， rmにおける政怪や将積など測定頃日を単に測定問

どとに比絞ずるだけでは，静態的な比絞でしかない。もし

も林分のどの盟議!とおいても述続した比例的な成長関保が

想定できれば，抑悠としての分析が，直ちに勤t&%につなが

る。しかし，今までみてきたように，政筏分布のギャップ

あるいはJオ結成長本における筏級fl請の法認.は大きい。林分
全体K.連続した勤きを想定した分貯のみでなく，径級どと

あるいは樹種どとに奥なる勤きの集合体とみる視点を必要としている。 i問主分布の推移や材積成

長の変化を成長プロセスの動態を踏まえてとらえようとすれば，工学木ないし訴状の!fi1Jき([i注目し

なければならない。

本現では，動態分析の手がかりとして，直径|稔ごとの進級木の:劫きに終点、を当てたい。接級に

おける成長を推定すみ・諜として，測定期間の勤さの吟iで次の諸J誌が必袈である。訪問ーに測定期

間iζ生おし筏級が変化しなかった原級停止木，第二に下位からの進級*.錦之に上位への進級水，

さらに錦阻に枯損木である。これらをj法街l吋治定するには， .fijJ.水的な印付けのJEl総さ，および奥

時点闘における測定手法の一致が袈求される。全体の解析については次間報告に議り，ここでは

I立径路定資料から，原級停止水と上位進級木の悠J恩を行った。

トドマツの原級{~~Jlニと進級について， i註緩i終2日本数を慾現したものが，表10である。制定期首

に印付けられたものが， j明米において，どの認!交に進級したかを跡した。表において，検察;の

近;級階の分だけそれぞれの縦欄を下にずらせて，舗に集計すれば，品目指と進界をi徐く871:fdli]x主史
梢となる。 K1をみると， 75年から80年の 5ヶ年では，各筏紋とも原級停止水が多く，進級も 2

cml後程度で米だ明確な傾向を認められない。 ところが， 80年から87年への変化でみると，小結

氷の部分lζ諮級停止が多いのに対し， 28cm I級以上では全て進級している(ただし，ここでは枯

損木は入っていない)。進級l給も 8cm階にまで及んでいる。しかも， 30cm前後および46cm階

的後で進級木が多く集まっている。次いで， K2の場合も， 80停から87fFにおいては， 22cmあ
たりからよの階における進級が殺しい。また， K3の場合は，本数が少なく，後級どとのパラツ

キも大きい。

ζのように，一つに小穏とtj:T・大経との励会の設が， i立f益分布移動の右シフトの勤きになって

現れ，他方，個々の径級11司にみられる進級の法認がギャッフ。となって分布([IIJ]凸を与えている。

もちろん，経級!日]でJ;¥il木成長取が同じであれば，より大諮のものの進級が早いのは5当然であるが

この測定では磁かめられない。今聞の報告では，経級liJJの進級にバラツキがある事実に段目して

おきたい。

3 
5 

15 11 
1.29 3，14 

1) )(1， K2は，終ブ口ット諮fj-
2) '80-'S7(ま，測定の初JUI'fJ111と終mJ
年i交を;.:f¥す

トドマツ

ミズナラ

シナノキ

シウリザ、ク

アオダモ

サクラ

コシアブラ

キタコブシ

ガーワ シノイ

ナナカマド

ハシドイ

ノリウツギ

事n

袋9

結j

6…8cm階憾の枯桜本数運送8

1) Kl. K2， K3(ま，各ブ口 γ ト滋号
2) '80-'87は，測定のりJJUI千ド皮と終JUI'f，g:{を訴す
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1) Kl， K2， K3は，各ブ口ット殺な

2) '75…'80， '80…'87， '76-'87は，測定の初JVJ作成と終j例年i交をぷす
3) 江主級の{自立，初JUFlミj立に測定されたfl1*が，終j例年伎においてどこまでlj;Jえしたかについて，

!料品停止・ 2cm持者滋級・ 4cm附滋級…… iこ分けて議~JlJl したものである。
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留の作成

関定枝;幣l:fuの鵡資データが広範な人々にとってより簡単に活用できるように，また今後の銅器

がスムーズに行えるようにするため，立木データの管理システムを構築した。このシステムは単

水どとの過去の測定結果をデータベースにしている。そのためシステムIC，データベースの克新

. {会殺・集計の機能を持たせた。それにより{悶々の立木の変遜を時系列的(C分析したり，あるい

はある調査時点における林分の構成状態も分析できる。そのためこのシステムは単に間主主標準地

の羽交データだけでなく，伐採等tC1*う1Jj:水調査データの取りまとめ等にも広く利用できるもの
である。システムの概要および取扱法については別途報告する。

今問，立木の空間的配i泣から森林の変濯を捉えようと，新たに樹木佐世闘を作成した。樹木位

の作成にはi様々な方法があるが，ここでは次の方法で行った。

対象区域のほぼ中央を横断する法線を設定する。

その基線上におよそ 10m r~\1I舗で絡予の誌となる測点そ設定する。

名dtU)誌において謀総lとほぼ政3どするZとおの/j'向11:::絡子線を設定し，対象!忍j戒を合むように格

樹木位4 

1
L
O
M

守山
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子J誌の端J誌を設定する。(以下基線J上二のi弼司制j点及ひ

4. 各々のJ各子点の:ifZ部座擦をコンパス澱f誌により求める。

5. 4つの絡子点lC閉まれた格子簡に含まれる樹木に対して，交2をする絡子線からの距離を絡子
線上lζ践られた滋尺lとより計測する。そのi祭器準となった格子点:番号も併せて記録する。

6. i1毒機となった;路子点の平l菌感擦と，格子線から樹木までの距縦!より，樹木の溜i際機を計算

する。

地形が平坦な;場所を除くと，現地でJEli{lllC斑交する格子を組むことは東灘の技である。この方

法では格子線は絡子点で必ずしも直交する必裂ないため，設定が容易である。また測定は五いに

交法する 2本の務子線上に人を配し，務子rJRJ二に対象となる樹木と格子総の交点を相対するj兵点
とする平行四辺形となる場所を求め，その位置と格子総の交点とのR1~織を測定すればいいので簡

単である。なお，格子点や樹木の3Jq苗出12iの補正及び計Z~ ， 1手水ah!d11tデータとのl照合は， fJIJ水準

号をキーとして会てパソコンよで行った。

作成した樹木:位誼i還を関 6，関 71こ示す。各立;;j;:についてそのlL木lこ最も近い木(段近桜木)

をみるとi司穏類の立木が圧倒的に多いことが料る。個体数の多い樹様どとにみた場合についても

この制向がある(表11， 12)。 また， トドマツ (OI~[J)では列状!と配躍している場所が数多くあ

り，側1J;;j;:真新の結果と考えられる。今回は作成した樹木:位担割を例治するにとどめ，単水的な成

長過程と ti有~聞の関係等については稿を改めて報告したい。

J'l例
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凶5 樹木位控関(1¥:1)
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表12 i:J:l羽矧皮のI;奇い樹務:の絞i!i主義総務の撲滅割合
じompositionof most tγee m 

high appearanc巴

i後近 J妥*の絡J綴 rlt{立:%
Spccics トドマツヤチダモカツラシナノキアオダモイタヤカエデコブシホオノキサワシパハシドイ

トド?ツ 05.9 2.2 1.1 0.0 6.6 9.9 0.0 3.3 3.3 2.2 
Ahies sachalinυsis :-v1ast 
ヤチダモ 10.0 10.0 0.0 0.0 0.0 ~O.O 。。 10.0 。。 10.0 
Fraxinus mundHhurka Rupr. 
カツラ 12.5 Il.O 75.0 。# 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1l 。。
CurcidiphtJum japonlcun Siub 
νナノキ 0.0 0.0 0.0 89.5 0.0 0.0 0.0 0.0 oι。 1合5
Tilia japonica Simonkai 
アオダモ 15.8 。。 。。 5.3 21.1 36.8 0.0 。。 5.3 5.3 
F，れXInU符 lunu詰inosal<oidz 
イタヤカエデ 27.3 1.6 2.3 0.0 11.4 22.7 4.6 4.6 4.6 2.3 
Accr mono :Vluxim 
コブシ 10.0 0.0 。。 0.0 0.0 20.0 50.0 0.0 0.0 20.0 
:Vlagnolia kobus DC 
ホオノキ 30.0 0.0 0.0 0.0 0.0 10.0 0.0 50.0 。。 。。
::vlagno!ikl obovato Thub. 
サワシノて 15.4 0.0 0.0 0.0 7.7 7.7 0.0 7.7 38.5 0.0 
CarpIllUS cordatu Blumc 
ハシドイ 10.0 2.5 2.5 7.5 0.0 2.5 0.0 2.5 。。 70.0 
Syringa ruticull1ltt 1'1a1'o 

Plol K2 

h設近抜本の樹総 1It11!.: % 
Spucics トドマツヤチダモカツラシナノキアオダモイタヤカエデコブシホオノキ吋ワシパハゾドイ

トドマツ 63.4 0.0 1.7 0.9 3.5 7.8 し7 5‘2 2.6 2.6 
l¥bies sachalinesis :vlast 
ヤチダモ 0.0 25命。 0.0 0.0 0.0 37守5 。。 0.0 0.0 12.5 
Fruxinus mandghurica Hupr 
カツラ 6.9 0.0 89.7 0.0 。‘。 21.4 。。 0.0 0.0 0.0 
CurcidiphUum japonicun Sωb. 
シナノキ 2.2 0.0 0.0 87.0 6町5 0.0 0.0 。。 0.0 4.4 
Tilia japonica Simonkai 
アオダモ 28.6 0.0 0.0 21.4 14.3 21.4 o町。 0.0 。。 0.0 
Fraxinu!:) lanug'inosa 1むJidz
イタヤカエデ 2<1.3 8.1 0.0 0.0 8.1 32.4 2.7 2.7 2.7 5.4 
Acer mono :vlaxim 
コブシ 22.2 0.0 0.0 0.0 。。 11.1 66.7 0.0 0.0 。。
:Vlagnolia Iwbus DC 
ホオノキ 21A 0.0 0.0 0.0 。。 11.1 0.0 71.4 0.0 0.0 
:..1agnolia obovato Thub 
サワシノぐ 21.4 0.0 0.0 0.0 0.0 7.1 。。 0.0 28.6 0.0 
Carpinus cordatn Blume 
ノ、シドイ 6.1 2.0 0.0 1.1 0.0 4.1 0.0 0.0 。。 73.5 
日yringarcticulata Hara 

おわりに

l認定標準地の調資は長期日立にわたる測定結果の立によって，その成果が期待できるものであ

る。今Iill， 12"ドという結期間ではあるが，調査総果の比較により林分の変遺と虫lj1.畿を明らかにし

ようとした。もちろん，その不十分さは涜いがたく，今後の純資・分析に待つところが多い。

なお調査は北海道j出現林教職員各位の絶大なる御協力によって総統されているものであり，こ
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こでお礼を$しょげたい。今後とも;!EJI~北海道i臨調林の調査研究の一環として枕置づけ継続して

行きたいと考えている。関係各位のど協力をお願いする次第である。
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Resume 

We have been investigating adual conditions of a natural forest at Hokkaido from 

1975， and surveyed permanent plots which set up in Shiranuka area of Kyoto university 

forest. Changes of forest composition during a measurement are as follows : 

Species which appeared in each plot were not changed. A frequency distribution of 

D.B.H吋 shownas Fig. 2-Fig. 5， is not uniform and continuous. They have some gap. 

1n total number of trees， a number of trees above 30 cm increase but a number of trees 

under 30 cm decrease. The change is difference between each diameter c¥ass. A ratio 

of volume growth is difference between a term of 1975-1980 and a term of 1980-1987. 

The latter is higher than the former. The ratio of Abies sachalinensisλ!fast. is highest 

in all species and contributes to an increase of total volume. The ratio of species which 

compose undergrowth is low. The ratio of a diameter c¥ass 4ふ58cm is highest. Move-
ments of mortality and growth which is shown in Table 6ω8， is slowly. But in large dia-

meter c¥ass， that is rapidly. The movement is difference between small diameter c¥ass 

and middle or large diameter c¥ass. 




